
 

 

「光の道」構想に関する意見 

 

意見提出元 個人 

 

意見項目 意見内容 

１．超高速ブロードバンド

基盤の未整備エリア（約

１０％の世帯）における

基盤整備の在り方につ

いてどのように考える

か。 

日本全国すべての地域で超高速ブロードバンド基盤の整備が

本当に必要なのでしょうか？山間僻地の未整備エリアに在住す

る私の両親などは高速ブロードバンド通信の必要性を感じておら

ず、そのような高速ブロードバンド通信が必要でないユーザまで

光通信を押し付ける必要が本当に必要なのでしょうか。 

 「光の道構想による、全国光化の目的とはなにか」、「高齢者に

も使える光通信の利用方法はなにか」など、国民の混乱を招か

ないように時間をかけて議論をすすめていただくよう要望しま

す。 

 

２．超高速ブロードバンド

の利用率（約３０％）を向

上させるためには、低廉

な料金で利用可能となる

ように、事業者間の公正

競争を一層活性化する

ことが適当と考えられる

が、ＮＴＴの組織形態の

在り方も含め、この点に

ついてどのように考える

か。 

 

事業者間の公正競争を活性化させることには異論はありませ

んが、各事業者は公正条件で競争できているのでしょうか？ 

 固定電話とインターネットと携帯電話をまとめて申し込みについ

て聞いたところ、NTTでは固定電話とインターネットはお申し込み

できるが、携帯電話は DOCOMO へ申し込まなければいけないと

のことでした。一方ＫＤＤI では固定電話とインターネットと携帯電

話がまとめて申し込めるとのことでした。これでは NTT が不便

で、KDDI が便利であるため、ユーザはどちらを選ぶのでしょう

か。それで公正な競争が成り立つのでしょか。公正な競争により

料金を安くして超高速ブロードバンド通信の利用率を上げるとい

う構想はは大丈夫なのでしょうか。 

 

以上、素人が大きなことをいって申し訳ございませんが正直な気

持ちをお伝えしました。 

 

No.151 

 


